
‭　‬

‭　数理情報系‬‭1‬‭の女子学部生同士の交流と大学生活・大学院進学を含‬
‭めたキャリアについて数理情報系の大学院生、女性教員、および数‬
‭理情報やAIをはじめとする様々な分野において社会で活躍する女性‬
‭卒業生と一緒に考える、2泊3日のサマーキャンプを開催します。　‬
‭　「大学院進学はした方がいい？」「大学院でやっていける？」‬
‭「研究室はどう選ぶ？」「大学生活はどう過ごす？」「卒業後の人‬
‭生設計は？」「一緒に勉強できる友達を見つけたい」など、ちょっ‬
‭としたことから普段なかなか話せないことまで、この機会に一緒に‬
‭考えてみませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬
‭　普段交流のない他大学の学生・大学院生・教員や数理情報系OGの‬
‭方との交流の機会としてもぜひ参加をご検討ください。　　　　　　　　　　‬

‭2025 年 9 月7 日（日）13:00 〜 2025 年 9 月 9 日（火）13:00　‬

‭大学セミナーハウス　　　　　　　　　　                   　　　　‬
‭（京王線北野駅より路線バス10分、野猿峠にて降車後徒歩5分）‬

‭数理情報系の学科に所属する研究室所属前の女子学部生(高専・短‬
‭大を含む)で原則全日程参加可能な方‬

‭　　　　（キャンプには数理情報系の女子大学院生や大学の女性教員、大学　‬
‭院後に社会で活躍する大学院修了生も参加します。）‬

‭３５名程度‬

‭所属学科の先生に相談して推薦フォームへの回答を‬
‭お願いし連絡先を教えていただいた上で下記のURL‬

‭　　　　　または右のＱＲコードよりお申し込みください。　　　　　　　　‬
‭　　　　　（締め切り：2025年6月9日（月））  　　　　　　　　　　　　　‬
‭　　　　　応募フォーム‬‭https://forms.gle/uS9iqLTLvt39q8fP8‬ ‭　　　　　　　‬
‭　　　　　推薦フォーム‬‭https://forms.gle/Szr9nuLzM2LghnPC8‬

‭参加者の会場までの交通費、宿泊費、イベント期間中の食費 (BBQ‬
‭代を含む) など、参加にかかる費用は原則こちらから支給する予定‬
‭です。所属大学での保険の加入状況により、イベント保険 (数百円‬

‭　　　　　程度) の加入をお願いする可能性があります。‬

‭原則4人部屋になりますが個室も希望できます。個室の数には限り‬
‭があり、個室を希望する場合、差額 (2000円 / ー泊) をご負担いただ‬

‭　　　　　く場合があります。‬

‭1‬ ‭数理情報系とは、数学 (純粋数学、応用数学)、情報学 (計算機科学、AIなど) などを指しま‬
‭す。‬

https://forms.gle/uS9iqLTLvt39q8fP8
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‭応募状況により、学年、所属、出身地などを参考にして参加者をこ‬
‭ちらで決定させていただく場合があります。参加の可否につきまし‬
‭ては7月4日(金)までに申込者に個別にご連絡いたします。‬

‭運営事務局‬‭s-camp@math.keio.ac.jp‬ ‭　　　　　　‬
‭相談や気になることなど、何でもお気軽にお問合せください。‬

‭参加者同士の交流企画、大学・大学院生活・キャリアについての情‬
‭報共有、メンター・大学院生メンターによる研究紹介・キャリア企‬
‭画、個別相談・メンタリング、グループワーク、成果発表会‬

‭※昨年度のプログラムにつきましては、以下の「数理情報系サマー　　‬
‭キャンプ2024」の報告書をご覧ください。‬
‭https://aip.riken.jp/uploads/9a26b5aed947c1a3bce277fc473e4995.pdf‬

‭　　　　　　‬ ‭サマーキャンプ参加申し込みにあたって‬‭　　　‬

‭⭐️  サマーキャンプでは、参加にあたっては原則宿泊を含めた全日参加をお願‬
‭　　いしています。特別な希望がある方は申し込みフォームの自由回答欄より‬
‭　　回答をお願いします。　‬

‭⭐️  サマーキャンプではグループワークや交流企画の中で他の参加者と交流す‬
‭　  る機会が多くあります。参加にあたっては様々な意見・考え方・感じ方、‬
‭　  勉強・研究内容およびその進め方、興味などを尊重して、楽しいイベント‬
‭　  にしましょう。学部生のみなさんの今後に役立つ機会となるよう、OGをは‬
‭　  じめたくさんの方が協力をしてくれていますので、参加の際は、何気ない‬
‭　  ことから普段気になっていることまでぜひいろいろ聞いてみてください。‬

‭⭐️  成果発表会では、キャンプを通して学び考えたことについて、ポスターを‬
‭　  作成し発表していただく予定です。発表の準備は、他の参加者と相談した‬
‭　  り、大学院生や教員、社会人の方に聞いたりしながら進めることができま‬
‭　  すので、あまり気負わずに参加をご検討ください。‬

‭主催：東京大学大学院数理科学研究科、広島大学WPI-SKCM‬‭2‬‭、東京科学大学‬
‭　　　社会連携・DE&I本部 DE&I部門、慶應義塾大学理工学部数理科学科、‬‭理‬
‭　　　化学研究所革新知能統合研究センター‬‭　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭運営委員：今村悠里 (東京理科大)、大山口菜都美 (東京理科大)、小鳥居祐香 (広島　　‬
‭　　　　　大)、斎藤新悟 (九州大)、佐々木多希子 (武蔵野大)、佐々田槙子 (東京大)、‬
‭　　　　　篠田万穂 (お茶の水女子大)、高橋華子 (理系ナビ)、嶽村智子 (奈良女子　　‬
‭　　　　　大)、坂内健一 (慶應義塾大)、藤田玄 (日本女子大)、眞中裕子 (日本大/東京‬
‭　　　　　女子大/津田塾大)、三枝崎剛 (早稲田大)、谷田川友里 (東京科学大)　　　　‬
‭学生委員：伊藤 (東京科学大卒)、今井 (東京大)、落合 (東京科学大卒)、佐藤 (東京　　‬
‭　　　　　大)、出口 (名古屋大)、前田 (金沢大)‬
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